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treatment, and unresolved challenges. Therapeutic advances in infectious disease 11: 2049936124, 2024. doi:
10.1177/20499361241253751.

Takeda K, Takazono T, Mukae H: Drug-drug interactions in the management of non-tuberculous mycobacterial infections.
Frontiers in microbiology 15: 1468383, 2024. doi: 10.3389/fmicb.2024.1468383.

旭　亮祐,尾長谷　靖,深堀　範,入来　隼,塚本祐生,永江由香,福島千鶴,竹本真之輔,坂本憲穂,高園貴弘,西野友哉,迎
寛：2種類の生物学的製剤併用で良好な経過が得られた家族性地中海熱に合併した重症喘息の1例. 長崎医学会雑

誌 99(3): 270-273, 2024.

井手昇太郎：地域連携・訪問支援で使えるアプローチ アウトブレイクへのアプローチ編 気道感染症（インフル

エンザ・新型コロナウイルス感染症）. インフェクションコントロール 33(12): 1251-1254, 2024.
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伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,井手昇太郎,岩永直樹,田代将人,高園貴弘,柳原克紀,泉川公一,迎　寛：肺非結核性抗

酸菌症に伴うPPFEにおけるLTBP-4の関与. 結核 99(3): 168, 2024.
伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,井手昇太郎,岩永直樹,田代将人,高園貴弘,柳原克紀,泉川公一,迎　寛：間質性肺疾患

に合併した肺アスペルギルス症の臨床的特徴. 感染症学雑誌 98(2): 205, 2024.
伊藤裕也,高園貴弘,吉田將孝,武田和明,井手昇太郎,岩永直樹,田代将人,柳原克紀,泉川公一,迎　寛：慢性呼吸器感

染に伴う二次性PPFEにおけるLTBP-4の関与. 日本呼吸器学会誌 13(増刊): 262, 2024.
伊藤裕也,高園貴弘,浪江穂高,田代将人,迎　寛,澁谷和俊,泉川公一：COVID-19関連肺アスペルギルス症(CAPA)の
全国疫学調査. 日本医真菌学会雑誌 65(Suppl.1): 121, 2024.

古本朗嗣,井手昇太郎：多職種連携による発熱診療. 日本化学療法学会雑誌 72(2): 190, 2024.

古本朗嗣,井手昇太郎：感染症入門講座 多職種連携による発熱診療. 感染症学雑誌 98(2): 190, 2024.

高園貴弘,泉川公一,齋藤良行,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,岩永直樹,井手昇太郎,田代将人,細萱直希,柳原克紀,迎
寛：大規模レセプトデータベースを用いた慢性肺アスペルギルス症の抗真菌薬治療実態調査. 日本感染症学会総

会・学術講演会・日本化学療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集 98回・72回: np265, 2024.

井手昇太郎,米崎　駿,大城亮作,中西陽祐,本田宏幸,柿内聡志,吉田將孝,藤田あゆみ,細萱直樹,寺坂陽子,高園貴弘,田
中健之,泉川公一,迎　寛,古本朗嗣：地域医療機関に向けた感染症診療および感染対策のための人材育成の取り組

み. 感染症学雑誌 98(2): 292, 2024.
柿内聡志,田中健之,寺坂陽子,桃下有紗,藤田あゆみ,渡辺瑞紀,茂佐知子,田代将人,泉川公一：VREの脅威とその対

策 離島で唯一の病院で起こったVREアウトブレイク 資源限定的な環境が対策に与える影響. 日本環境感染学会

総会プログラム・抄録集 39回: 189, 2024.
柿内聡志,田中健之,寺坂陽子,藤田あゆみ,田代将人,本田宏幸,芦澤信之,井手昇太郎,古本朗嗣,泉川公一：感染制御

部門の負担軽減を目指して電子カルテと連携システムを用いるSSIサーベイランスの取り組み. 感染症学雑誌

98(2): 238-239, 2024.
柿内聡志,藤田あゆみ,田中健之,寺坂陽子,田代将人,井手昇太郎,古本朗嗣,泉川公一：当院における,血液培養陽性

症例に対する感染症コンサルトが抗菌薬使用に及ぼす影響. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学

会学術集会合同学会プログラム・抄録集 98回・72回: np320, 2024.
岩永直樹,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,井手昇太郎,高園貴弘,泉川公一,柳原克紀,迎　寛：組織常在型リンパ球に

着目した肺非結核性抗酸菌症の制御. 結核 99(3): 170, 2024.

原田英鷹,瀬戸口大地,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,岩永直樹,井手昇太郎,近藤　晃,高園貴弘,小佐井康介,泉川公一,
柳原克紀,迎　寛：当院における肺結核診療の現況. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学会学術集

会合同学会プログラム・抄録集 98回・72回: np301, 2024.

井手昇太郎,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,岩永直樹,細萱直希,小宮幸作,高園貴弘,泉川公一,古本朗嗣,柳原克紀,迎
寛：肺非結核性抗酸菌症と肺アスペルギルス症合併例の多施設共同後ろ向き観察研究. 結核 99(3): 126, 2024.
井手昇太郎,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,岩永直樹,細萱直希,小宮幸作,高園貴弘,泉川公一,古本朗嗣,柳原克紀,迎
寛：感染症・抗酸菌症の臨床 肺非結核性抗酸菌症とその他の慢性感染症合併例の予後観察研究. 日本呼吸器学会

誌 13(増刊): 203, 2024.
井手昇太郎,古本朗嗣：感染症パンデミックで求められるSDGsな地域医療支援 地域で活躍できる多職種感染症医

療人の育成 長崎県での取り組み. 感染症学雑誌 98(2): 170, 2024.
井手昇太郎,古本朗嗣：感染症パンデミックで求められるSDGsな地域医療支援 地域で活躍できる多職種感染症医

療人の育成 長崎県での取り組み. 日本化学療法学会雑誌 72(2): 169, 2024.
井手昇太郎,高園貴弘,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,岩永直樹,細萱直希,泉川公一,古本朗嗣,柳原克紀,迎　寛,緒方善

政,齋藤良行,安富元彦,佐藤泉美：肺非結核性抗酸菌症および慢性肺アスペルギルス症合併患者のリアルワールド

データベース解析. 結核 99(3): 127, 2024.
井手昇太郎,中西陽祐,本田宏幸,伊藤裕也,柿内聡志,武田和明,吉田將孝,岩永直樹,細萱直希,高園貴弘,田中健之,泉川

公一,迎　寛,古本朗嗣：地域中小規模病院での感染対策・抗菌薬適正使用支援を担う多職種診療チーム構築の実

情と課題. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集 98回・72
回: np324, 2024.

田代将人,泉川公一：診療ガイドラインUP-TO-DATE : 日常診療に活かす 2024-2025. メディカルレビュー社 :
2024.

芦澤博貴,岩永直樹,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,井手昇太郎,高園貴弘,小佐井康介,泉川公一,柳原克紀,迎　寛：多

剤耐性緑膿菌による人工呼吸器関連肺炎のマウスモデルにおけるrecombinant IL-22:Fcの治療効果の検討. 日本感

染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集 98回・72回: np205, 2024.
芦澤博貴,岩永直樹,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,井手昇太郎,高園貴弘,泉川公一,柳原克紀,迎　寛：感染症・抗酸

菌症の基礎 一酸化窒素合成酵素トリプルノックアウトマウスにおける肺炎球菌性肺炎増悪の機序の解明. 日本呼

吸器学会誌 13(増刊): 173, 2024.
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瀬戸口大地,岩永直樹,伊藤裕也,吉田将孝,武田和明,井手昇太郎,高園貴弘,泉川公一,柳原克紀：Exophiala
dermatitidisによる慢性気道感染症の2例. 感染症学雑誌 98(2): 243, 2024.

瀬戸口大地,岩永直樹,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,井手昇太郎,高園貴弘,小佐井康介,泉川公一,柳原克紀,迎　寛：

Rhodotorula属と誤同定されたExophiala dematitidisによる呼吸器感染症の臨床的検討. 日本感染症学会総会・学術

講演会・日本化学療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集 98回・72回: np209, 2024.
瀬戸口大地,岩永直樹,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,井出昇太郎,田代将人,高園貴弘,泉川公一,柳原克紀,迎　寛：

Rhodotorula属と誤同定されたExophiala dermatitidisによる呼吸器感染症の検討. 日本医真菌学会雑誌 65(Suppl.1):
125, 2024.
泉川公一：SS1-2 糸状真菌感染症の適正治療 ～新しい武器を得て～. 日本医真菌学会総会プログラム・抄録集

65.Suppl1: 115, 2024.

太田賢治,加勢田富士子,小佐井康介,田代将人,田中健之,泉川公一,迎　寛,柳原克紀：COVID-19患者における口腔

内細菌叢の経時的解析. 感染症学雑誌 98(2): 267, 2024.

大城亮作,天本悠太,山内桃子,高橋健介,井手昇太郎,松井昴介,有吉紅也,古本朗嗣,蟹江信宏,梅津彩香,遠藤友志郎：

Listeria monocytogenesによる化膿性脊椎炎および硬膜外膿瘍,腸腰筋膿瘍,髄膜炎を来した1例. 感染症学雑誌 98(2):
230, 2024.

田中健之,柿内聡志,藤田あゆみ,田代将人,泉川公一：当院の移植ワクチン外来でのB型肝炎ワクチン接種の実情と

問題点. 移植 59(総会臨時): 263, 2024.
田中健之,柿内聡志,藤田あゆみ,田代将人,本田宏幸,芦澤信之,井手昇太郎,古本朗嗣,泉川公一：固形臓器移植待機

患者および移植後患者へのワクチン接種支援外来の導入と活動実績. 感染症学雑誌 98(2): 245, 2024.
田中康大,井手昇太郎,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,岩永直樹,細萱直希,小宮幸作,高園貴弘,飛野和則,宮崎泰可,矢寺

和博,泉川公一,古本朗嗣,柳原克紀,迎　寛,伊井敏彦：九州における肺NTM症の多施設共同後ろ向き研究 肺MAC
症に対する治療実態と予後の検討. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本化学療法学会学術集会合同学会プロ

グラム・抄録集 98回・72回: np194, 2024.

田中里奈,平山達朗,宮崎泰可,中田奈々,武田和明,吉田將孝,井手昇太郎,岩永直樹,高園貴弘,泉川公一,柳原克紀,槇村

浩一,迎　寛：新規抗真菌薬manogepixに対するCandida aurisの耐性機構の解析. 日本感染症学会総会・学術講演

会・日本化学療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集 98回・72回: np193, 2024.
藤田あゆみ,柿内聡志,田代将人,田中健之,田崎　修,泉川公一：当院救急部門における広域抗菌薬の使用状況 AST
としての視点から. 日本救急医学会雑誌 35(11): 865, 2024.

谷口裕太郎,瀬戸口大地,平野優大,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,岩永直樹,井手昇太郎,近藤　晃,高園貴弘,泉川公一,
柳原克紀,迎　寛：気管支・肺結核合併妊娠の一例. 結核 99(3): 138, 2024.
中島誉也,佐藤俊太朗,関野元裕,田中健之,園生智弘,後藤匡啓,柴田潤一郎,大沢樹輝,泉川公一,田崎　修,原　哲也：

集中治療を要した菌血症患者における菌種と転帰の関連 過去起点コホート研究. 日本集中治療医学会雑誌

31(Suppl.1): S753, 2024.
田代将人：培養検査だけじゃない～総合的に深在性真菌症を診断する～ 深在性真菌症の診断における臨床所見

と画像所見の有用性. 日本医真菌学会雑誌 65(Suppl.1): 94, 2024.

田代将人：希少深在性真菌症の疫学、病態、診断、治療に関するアップデート2024 本邦におけるムーコル症の

疫学と診療. 日本医真菌学会雑誌 65(Suppl.1): 75, 2024.

田代将人：AST活動に必要な知識や運用のコツを学ぼう 抗真菌薬の適正使用への介入. 日本環境感染学会総会プ

ログラム・抄録集 39回: 204, 2024.

田代将人,寺坂陽子,小山田玲子,古宮伸洋,千酌浩樹,村木優一,川村英樹,渡邉都貴子,高山和郎,高橋幹夫,馬場啓聡,川
口辰哉,加來浩器,小野寺直人,緒方　剛,大毛宏喜,菅原えりさ,櫻井　滋,四柳　宏,泉川公一,日本環境感染学会災害

時感染制御検討委員会：令和6年能登半島地震におけるDICT活動に用いた避難所マップの運用報告. 日本環境感

染学会総会プログラム・抄録集 39回: 271, 2024.

細萱直希,高園貴弘,伊藤裕也,芦澤信之,平山達朗,武田和明,井手昇太郎,岩永直樹,山崎　啓,泉川公一,矢寺和博,柳原

克紀,迎　寛,根本一樹：医療・介護関連肺炎におけるラスクフロキサシン錠の細菌学的検討. 日本化学療法学会

雑誌 72(2): 219, 2024.
緒方　凌,芦澤信之,伊藤裕也,太田賢治,柿内聡志,武田和明,井手昇太郎,岩永直樹,藤田あゆみ,田代将人,高園貴弘,田
中健之,寺坂陽子,古本朗嗣,泉川公一,柳原克紀,森田公一,迎　寛：免疫不全患者24人における,COVID-19の感染性

の評価. 感染症学雑誌 98(2): 203-204, 2024.

白髭知之,田代将人,柿内聡志,藤田あゆみ,高園貴弘,田中健之,寺坂陽子,泉川公一：血液内科病棟と呼吸器病棟にお

ける空気・塵埃中の真菌スクリーニングおよび遺伝子学的解析. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 39
回: 287, 2024.
尾長谷靖,入来　隼,深堀　範,永江由香,竹本真之輔,高園貴弘,坂本憲穂,福島千鶴,藤原航平,若杉勇弥,酒井智弥,石松

祐二,山下鮎子,舩越　哲,西野友哉,迎　寛：臨床諸問題 教育 血液透析患者のドライウェイト管理補助における肺

音解析の有用性. 日本呼吸器学会誌 13(増刊): 192, 2024.
武田和明,伊東裕也,平山達朗,吉田將孝,井手昇太郎,岩永直樹,細萱直希,高園貴弘,泉川公一,柳原克紀,迎　寛：

BACES scoreによる肺Mycobacterium avium complex症の予後予測に関する検討. 感染症学雑誌 98(2): 269-270, 2024.
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学会発表数

社会活動

泉川公一・教授 評議員 日本感染症学会

泉川公一・教授 地域セミナー委員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 職業感染制御委員会委員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 COVID-19対策委員会副委員長 日本環境感染学会

泉川公一・教授 西日本地方会理事 日本感染症学会

泉川公一・教授 理事 日本化学療法学会

泉川公一・教授
薬剤耐性菌感染症を対象とした抗菌薬ガイ
ドライン作成に関する合同委員会委員

日本化学療法学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

泉川公一・教授 理事 日本マイコプラズマ学会

泉川公一・教授 評議員 日本化学療法学会

泉川公一・教授 疫学調査委員 日本医真菌学会

泉川公一・教授
日本化学療法学会, Journal of Infection
and Chemotherapy編集長

日本化学療法学会

泉川公一・教授 ガイドライン検討委員会委員長 日本医真菌学会

泉川公一・教授 将来計画委員 日本医真菌学会

泉川公一・教授 理事 日本医真菌学会

泉川公一・教授 代議員 日本医真菌学会

0 5 1 2 7 14

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

本田徳鷹,伊藤裕也,松尾　緑,谷口寛和,吉田將孝,武田和明,行徳　宏,岩永直樹,竹本真之輔,井手昇太郎,高園貴弘,迎
寛：肺非結核性抗酸菌症と胸部悪性腫瘍の合併に対して抗癌化学療法を施行した4例の報告. 結核 99(3): 123,
2024.
濱島良介,田代将人,中野裕一郎,高園貴弘,貫井陽子,泉川公一：マウスモデルを用いたアスペルギローマ周囲組織

に生じる血管新生の実験的解析. 日本医真菌学会雑誌 65(Suppl.1): 130, 2024.

福島光基,岩永直樹,武田和明,伊藤裕也,吉田将孝,井手昇太郎,高園貴弘,小佐井康介,泉川公一,柳原克紀,迎　寛：

Prevotella intermediaの培養上清がMycobacterium aviumの肺胞マクロファージ感染に及ぼす影響. 日本嫌気性菌感

染症学会雑誌 54(1): 39, 2024.
平山達朗,宮崎泰可,中田奈々,吉田將孝,武田和明,岩永直樹,井手昇太郎,高園貴弘,泉川公一,槇村浩一,迎　寛：

Candida aurisはTAC1b変異にてCDR1が高発現しmanogepix感受性が低下する. 日本医真菌学会雑誌 65(Suppl.1):
127, 2024.
平野優大,瀬戸口大地,伊藤裕也,吉田將孝,武田和明,岩永直樹,井手昇太郎,近藤　晃,高園貴弘,泉川公一,柳原克紀,迎
寛：当院における肺結核診療の現況. 結核 99(3): 140, 2024.

米崎　駿,柿内聡志,田中健之,藤田あゆみ,井手昇太郎,古本朗嗣,柳原克紀,泉川公一：当院の肝移植患者におけるサ

イトメガロウィルス感染の再発を予測する因子に関する後方視的検討. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本

化学療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集 98回・72回: np217, 2024.
米崎　駿,清水真澄,大田倫美,小笹宗一郎,赤羽目翔悟,井手昇太郎,古本朗嗣,有吉紅也：膀胱癌に対するBCG膀胱内

注入療法後に結核性脊椎炎と多発動脈瘤を来した1例. 感染症学雑誌 98(1): 96, 2024.

本田宏幸,柿内聡志,田中健之,藤田あゆみ,田代将人,芦澤信之,井手昇太郎,古本朗嗣,泉川公一：当院における左室

補助人工心臓装着症例の予後と関連感染症に関する検討. 感染症学雑誌 98(2): 241, 2024.
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高園貴弘・准教授 評議員 日本感染症学会

高園貴弘・准教授 将来計画委員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

高園貴弘・准教授 Associate Editor Respirology Case Reports

高園貴弘・准教授 Editorial Board Member Scientific Reports

高園貴弘・准教授 COVID-19エキスパートオピニオン委員 日本呼吸器学会

高園貴弘・准教授 COVID-19治療薬・タスクフォース委員 日本感染症学会

高園貴弘・准教授 RSV感染症診療の手引き作成委員会委員 日本感染症学会

高園貴弘・准教授 評議員 日本化学療法学会

高園貴弘・准教授 感染症学雑誌編集委員 日本感染症学会

高園貴弘・准教授 ガイドライン作成委員 日本医真菌学会

高園貴弘・准教授 支部関連学会委員 日本医真菌学会

高園貴弘・准教授 Associate Editor Medical Mycology

高園貴弘・准教授
5学会合同新型コロナウイルス感染症診療指
針2025作成委員

5学会合同新型コロナウイルス感染症診療指針
2025作成委員

高園貴弘・准教授
ECMM/ISHAM One World Guideline
“Aspergillosis” contributor

ECMM/ISHAM

泉川公一・教授 インターネットサーベイワーキング委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 評議員 日本呼吸器内視鏡学会

高園貴弘・准教授
ECMM/ISHAM One World Guideline
“Candidiasis” contributor

ECMM/ISHAM One World Guideline

古本朗嗣・教授 編集委員 Journal of Infection and Chemotherapy

古本朗嗣・教授 専門医審議委員会委員 日本感染症学会

泉川公一・教授 評議員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 地区制度委員会委員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 評議員 日本内科学会

泉川公一・教授 理事 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 感染症・結核学術部会ウェブ委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 治療委員 日本結核病学会

泉川公一・教授 広報委員会委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 代議員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 臨床研究推進委員会委員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 代議員 日本結核病学会

泉川公一・教授 代議員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 災害時感染制御検討委員会委員長 日本環境感染学会
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藤田あゆみ・助教 委員 西彼地域感染症対策協議会

藤田あゆみ・助教 医事委員長 長崎県ボクシング連盟

藤田あゆみ・助教 医事委員 日本ボクシング連盟

藤田あゆみ・助教 委員 長崎県西彼保健所感染症診査協議会

藤田あゆみ・助教 委員 長崎市予防接種健康被害調査委員会

藤田あゆみ・助教 医事委員長 九州ボクシング連盟

田代将人・講師 評議員 日本臨床微生物学会

井手昇太郎・講師 社会保険委員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

田代将人・講師 代議員 日本医真菌学会

田代将人・講師
アスペルギルス症診療ガイドライン作成委
員会 委員

日本医真菌学会

井手昇太郎・講師 成人肺炎診療ガイドライン2024　SR委員 日本呼吸器学会

田代将人・講師 災害時感染制御検討委員会 委員 日本環境感染学会

田代将人・講師 評議員 日本環境感染学会

田代将人・講師 評議員 日本化学療法学会

田代将人・講師 評議員 日本感染症学会

田代将人・講師 COVID-19合併真菌症検討委員会 委員 日本医真菌学会

田代将人・講師 ガイドライン検討委員会 日本医真菌学会

田代将人・講師
希少真菌症診断治療のガイドライン作成委
員会 委員

日本医真菌学会

田代将人・講師
厚生労働省委託事業 災害時感染制御支援
チーム（DICT）広報・啓発ワーキンググ
ループ長

厚生労働省

田代将人・講師 学会事務局 日本マイコプラズマ学会

高園貴弘・准教授 インターネットサーベイランス委員 日本呼吸器学会

田中健之・講師
JICA国際緊急援助隊感染症対策チーム（診
療班）作業部会委員

JICA

田代将人・講師 評議員 日本マイコプラズマ学会

田中健之・講師 評議員 日本環境感染学会

田代将人・講師
厚生労働省委託事業 災害時感染制御支援
チーム（DICT）運営委員会 委員

厚生労働省

田中健之・講師 日本移植学会感染症対策委員 日本移植学会

田中健之・講師 評議員 日本感染症学会

田中健之・講師 編集委員
Journal of Infection an Chemotherapy
（JIC）

田中健之・講師 長崎市感染症審査協議会委員 長崎市

高園貴弘・准教授 代議員 日本呼吸器学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

田代将人・講師
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表

令和6年度 研究補助金 NPO法人「長崎県地域
医療の研究支援を目的とした医師団」　「長
崎大学病院における環境真菌の遺伝子学的解
析」

高園貴弘・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自然免疫
系エフェクター細胞による肺アスペルギルス
症新規治療法の開発」

田代将人・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「アスペル
ギルスと細菌の微生物間インタラクション解
析による重複感染病態の解明と制御」

井手昇太郎・講師
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
肺非結核性抗酸菌症および慢性肺アスペルギ
ルス症の長期予後観察のためのレジストリ構
築および予後不良因子の解析

田代将人・講師
NPO法人長崎県地域医療の研究支
援を目的とした医師団

代表
研究補助金「新規モデルマウスを用いたアス
ペルギローマの病態解明」

田代将人・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「新規モデ
ルマウスを用いたアスペルギローマ排除機構
の解明および薬物動態の解析」

田中健之・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「アスペル
ギルスと細菌の微生物間インタラクション解
析による重複感染病態の解明と制御」

泉川公一・教授
厚生労働科学研究費補助金 健康
安全確保総合研究分野 地域医療
基盤開発推進研究

分担

厚生労働科学研究費補助金 健康安全確保総合
研究分野 地域医療基盤開発推進研究　「最新
の知見を踏まえた医療機関における院内感染
対策の質向上のための研究」

泉川公一・教授 日本医療研究開発機構 分担

エイズ対策実用化研究事業　「ART早期化と長
期化に伴う日和見感染症への対処に関する研
究、HIV感染症に伴う日和見合併症・悪性腫瘍
の全国調査HIV感染症に伴う日和見合併症・悪
性腫瘍の全国調査」

田中健之・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「新規肺特
異的疑似毛細血管壁モデルによるARDS病態解
明と治療開発」

田中健之・講師 日本医療研究開発機構 分担
令和6年度エイズ対策研実用化研究事業「ART
早期化と長期化に伴う日和見感染症への対処
に関する研究」

高園貴弘・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「アスペル
ギルスと細菌の微生物間インタラクション解
析による重複感染病態の解明と制御」

田中健之・講師

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

泉川公一・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「アスペル
ギルスと細菌の微生物間インタラクション解
析による重複感染病態の解明と制御」

MSD株式会社 代表

MSD医学教育助成 （公募型）医学教育事業助
成　医学教育事業助成「固形臓器移植前・免
疫不全患者へのワクチン接種適正管理を目指
した複数診療科を対象とした横断的な啓発教
育活動」

古本朗嗣・教授 文部科学省 代表

文部科学省 令和6年度 大学教育再生戦略推進
費 高度医療人材養成拠点形成事業 高度な臨
床・研究能力を有する医師養成促進支援
「次世代を紡ぐSDGsな感染症医療人材と研究
者の育成」

柿内聡志・助教 評議員 日本感染症学会
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特 許

その他
 非常勤講師

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

泉川公一・教授 非常勤講師（真菌学） 琉球大学医学部

田代将人・講師
アスペルギローマモデル非ヒト
動物

2019年8月29日 2023年10月12日 特許第7365674号

泉川公一・教授 院内手洗い管理システム 2017年4月13日 2017年12月15日 特許6259940

高園貴弘・准教授
糸状菌感染症の治療薬及び糸状
菌感染症の治療方法

2022年3月18日 出願中 特願2022-043792

泉田真生・助教 科学技術振興機構 代表
科学研究費助成事業若手（基金）「インター
フェロン誘導性抗ウイルス因子の胎盤形成に
及ぼす影響」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

柿内聡志・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「外来経口抗
菌薬と耐性菌モニタリングを目的とした新シ
ステム開発」

柿内聡志・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「アスペル
ギルスと細菌の微生物間インタラクション解
析による重複感染病態の解明と制御」

泉田真生・助教 科学技術振興機構 代表
科学研究費助成事業若手（基金）「ウイルス
感染症に対する宿主防御機構の解明に基づく
新規治療薬シーズ創出」

柿内聡志・助教
特定非営利活動法人 長崎県地域
医療の研究支援を目的とした医
師団

代表

研究補助金「抗菌スペクトラムを考慮した抗
菌薬使用量評価法を用いた抗菌薬適正使用の
推進が長崎県の医療機関における耐性菌分離
率に与える影響に関する研究」

井手昇太郎・講師
大分大学グローカル感染症研究
センター共同研究

代表
肺非結核性抗酸菌症と慢性肺アスペルギルス
症合併例の疫学および予後予測因子の検討

柿内聡志・助教
株式会社モレーンコーポレー
ション

手洗い等シンクの排水管内部に存在する細菌に対する
排水管加熱装置の増殖抑制効果の検証

芦澤信之・助教
株式会社モレーンコーポレー
ション

手洗い等シンクの排水管内部に存在する細菌に対する
排水管加熱装置の増殖抑制効果の検証

田代将人・講師
株式会社モレーンコーポレー
ション

手洗い等シンクの排水管内部に存在する細菌に対する
排水管加熱装置の増殖抑制効果の検証

藤田あゆみ・助教
株式会社モレーンコーポレー
ション

手洗い等シンクの排水管内部に存在する細菌に対する
排水管加熱装置の増殖抑制効果の検証

田中健之・講師
株式会社モレーンコーポレー
ション

手洗い等シンクの排水管内部に存在する細菌に対する
排水管加熱装置の増殖抑制効果の検証

泉川公一・教授
株式会社モレーンコーポレー
ション

手洗い等シンクの排水管内部に存在する細菌に対する
排水管加熱装置の増殖抑制効果の検証
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 新聞等に掲載された活動

泉川公一・教授
インフルエンザなど県内の感
染者の状況や年末年始を迎え
るにあたっての注意点

NIB 2024年12月19日
インフルエンザに対する感染
対策の啓発を行った

古本朗嗣・教授 県内で梅毒急増 ぎゅっと長崎 2024年5月23日 梅毒の啓発を行った

泉川公一・教授 新型コロナウイルス NIB 2024年7月24日
新型コロナウイルス感染症に
対する感染対策の啓発を行っ
た

泉川公一・教授
急増するマイコプラズマ肺炎
についての分析と対策につい
て

NHK 2024年10月8日
マイコプラズマ感染症に対す
る感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授
マイコプラズマの流行につい
て

NHK 2024年10月8日
マイコプラズマ感染症に対す
る感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授
「災害時感染制御支援チーム
（ＤＩＣＴ）」の取り組み

共同通信社 2024年10月31日
災害時感染対策の啓発を行っ
た

泉川公一・教授 麻疹の注意喚起 KTN 2024年4月4日 麻疹の啓発をおこなった

泉川公一・教授 非結核性抗酸菌症について NBC Pint  2024年4月30日
非結核性抗酸菌症の啓発を
行った

泉川公一・教授
新型コロナウイルス感染症に
ついて

NHK 2024年5月8日
新型コロナウイルス感染症に
対する感染対策の啓発を行っ
た

泉川公一・教授
新型コロナウイルス感染症の
注意点

長崎新聞 2024年6月30日
新型コロナウイルス感染症に
対する感染対策の啓発を行っ
た

泉川公一・教授
被災地の日本環境感染学会の
活動について

共同通信 2024年3月21日
能登半島地震の避難所におけ
る感染対策と学会の関わりを
説明した

泉川公一・教授
能登半島地震における感染対
策 

毎日新聞 2024年1月10日
能登半島地震の避難所におけ
る感染対策の啓発をおこなっ
た

泉川公一・教授
能登半島地震における避難所
の感染対策

NHK 2024年1月15日
能登半島地震の避難所におけ
る感染対策の啓発をおこなっ
た

泉川公一・教授
能登半島地震における感染対
策 

NBC Pint  2024年1月10日
能登半島地震の避難所におけ
る感染対策の啓発をおこなっ
た

泉川公一・教授
能登半島地震における新型コ
ロナウイルス感染症対策

読売新聞 2024年1月7日
能登半島地震の避難所におけ
る感染対策の啓発をおこなっ
た

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連
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